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こ
こ
で
扱
う
即
色
義
説
と
は
、
周
知

の
よ
う
に
僧
肇

『
不
真
空
論
』

に
見
え
る
、
い
わ
ゆ
る
三
家
異
説
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
考
察
す

る
際
に
見

る
べ
き
資
料
と
し
て
は
、
慧
達

『
肇
論
疏
』
(以
下
『慧
達
疏
』)

・
元
康

『肇
論
疏
』
(以
下

『元
康
疏
』)
・
吉
蔵

『
中
論
疏
』
等
が
挙
げ

ら
れ
る
が
、
従
来
の
研
究
は
あ
く
ま
で
僧
肇
を
中
心
に
据
え
た
も
の
が

主
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
も
あ

っ
て
か
幾
分

『中
論
疏
』

の
説
は
無
視
さ

れ
が
ち
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
吉
蔵

の
主
張
を
改
め
て
検
討
し
、

即
色
義
説

に
つ
い
て
も
う

一
度
考
察
し
直
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず

『
不
真
空
論
』
自
体
を
見
る
と
、

即
色
者
。
明
色
不
自
色
。
故
難
色
而
非
色
也
。
夫
言
色
者
。
但
当
色
即
色
。

豊
待
色
色
而
後
為
色
哉
。
此
直
語
色
不
自
色
。
未
領
色
之
非
色
也
。

(
大
正
蔵
四
五
・
一
五
二
上
)

と
あ
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
い
う
即
色
義
説
と
は
、
物
質
が
そ
れ
自
体
単

独
で
物
質
と
な
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
物
質
と
は
い
っ
て
も
物
質
そ

の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
説
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
僧
肇
は
、
物
質

と
い
う
以
上
、
そ
れ
は
そ
れ
自
体
で
独
立
し
た
存
在
で
な
け
れ
ぽ
な
ら

ず
、
物
質
を
物
質
と
し
て
成
立
さ
せ
る
も
の
を
待

っ
て
物
質
が
存
在
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
矛
盾
を
生
じ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
、
と
論
じ
て

斥
け
て
い
る
。
こ
こ
で
、
純
粋
な
紹
介
文
と
し
て
は

「即
色
者
。
明
色

不
自
色
。
故
錐
色
而
非
色
也
」
が
考
え
ら
れ
る
。
元
康
は
次
の

「夫
言

色
者
。
但
当
色
即
色
。
量
待
色
色
而
後
為
色
哉
」
も
紹
介
文
と
見
て
い

る
が
、

こ
の
こ
と
は
既
に
横
超
慧
日
氏
も
指
摘

し
て
お
ら

れ

る

よ

う

に
、
元
康

の
誤
解
で
あ
ろ
う
。
と
も
か
く
純
粋

な
紹
介
文
だ
け
を
見
る

と
き
、

一
体
こ
の
説

の
ど
こ
が
間
違
い
で
あ
る

の
か
理
解
に
苦
し
む
こ

と
は
否
め
ず
、

そ
の
こ
と
は
逆
に
各
人

の
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
こ
の
説

の
意
味
合
い
が
大
き
く
変
わ

っ
て
く
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
で
あ

ろ
う
。
初
め
に

『慧
達
疏
』
を
見
る
と
、

第
二
解
即
色
者
。
支
道
林
法
師
即
色
論
云
。
吾
以
為
即
色
是
空
。
非

色
滅

空
。
此
斯
言
至
 
。
何
者
。
夫
色
之
性
色
。
難
色
而
空
。
如
知
不
自
知
。
錐

知
恒
寂
也
。
彼
明

一
切
諸
法
。
無
有
自
性
。
所
以
故
空
。
不
無
空
此
不
自
之

色
。
可
以
為
有
。
只
已
色
不
自
所
以
故
空
為
真
耳
。
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三
種
の
即
色
義
説

(晴

山
)

(卍
続
蔵

一
五
〇

・
四
二
九
左
上
)

と
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
物
質
は
そ
れ
自
体
単
独
で
物
質
と
な
る
わ
け
で

は
な
い
か
ら
、
物
質
と
は
い
っ
て
も
そ
れ
は
空
と
し
て
の
存
在
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
知
る
と
い
う
行
為
に
は
必
ず
対
象

が
あ
り
、
単
独
で
知
る
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
知
と
は
い

っ
て
も
そ
れ
は
寂
漠
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
慧
達
は

こ
の
説
の
主
張
者
と
し
て
支
道
林
を
挙
げ
て
は
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を

示
し
て
い
な
い
ぼ
か
り
で
な
く
、

こ
の
説

へ
の
反
論
も
甚
だ
消
極
的
で

あ
る
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
支
道
林
の
説
を
正
当
視
で

き
る
可
能
性
を
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
即
ち

『
中
論
疏
』
は
同
じ

支
道
林
を
も
っ
て
正
説
と
見
な
し
て
お
り
、

次
支
道
林
著
即
色
遊
玄
論
。
明
即
色
是
空
。
故
言
即
色
遊
玄
論
。
此
猶
是
不

壊
仮
名
。
而
説
実
相
。
与
安
法
師
本
性
空
故
無
異
也
。

(
大
正
蔵
四
二
・
二
九
上
)

と
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
に

『
即
色
遊
玄
論
』
な
る
書
が
見
え
る
が
、

こ

の
書
を
支
道
林
が
著
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
『梁
高
僧
伝
』
巻

第

四

(大
正
蔵
五
〇

・
三
四
八
中
-
三
四
九
下
)
及
び

『
陸
澄
目
録
』
(大
正
蔵
五

五
・
八
三
上
)
に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ

る

と

考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
と
も
か
く
吉
蔵
の
よ
う
に
正
説
で
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
僧
肇
を
邪
説
者
と
し
な
い
限
り
、
『
不
真

空

論
』
の
い

う
即
色
義
説
と
は
支
道
林
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
別
の

即
色
義
説
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
吉
蔵
は
関
内
の
即
色

義
説
を
そ
れ
に
当
て
て
い
る
。

第
二
即
色
義
。
但
即
色
有
二
家
。

一
者
関
内
即
色
義
。
明
即
色
是
空
者
。
此

明
色
無
自
性
。
故
言
即
色
是
空
。
不
言
即
色
是
本
性
空
也
。
此
義
為
肇
公
所

呵
。
肇
公
云
。
此
乃
悟
色
而
不
自
色
。
未
領
色
非
色
也
。

(大
正
蔵
四
二
・
二
九
上
)

従
来
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
確
か
に
こ
の
説
明
文
だ
け

で
は
、

先
の
支
道
林
の
即
色
義
説
と
ど
こ
が
異
な
る
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
吉
蔵
は
、
実
は
こ
の
関
内
即
色
義
説

は
周
顧

『
三
宗
論
』

の

い
う
不
空
仮
名
説
と
同
じ
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

不
空
仮
名
者
。
経
云
色
空
者
。
此
是
空
無
性
故
言
空
耳
。
不
空
於
彼
色
也
。

以
空
無
性
実
故
名
為
空
。
即
真
諦
。
不
空
於
仮
故
名
世
諦
。
晩
人
名
此
為
鼠

楼
栗
義
。
難
云
。
論
云
。
諸
法
後
異
故
。
知
皆
是
無
性
。
無
性
法
亦
無
。

一

切
法
空
故
。
即
性
無
性

一
切
皆
空
。
豊
但
空
性
。
而
不
空
仮
。
此
与
前
即
色

義
不
異
也
。

(大
正
蔵
四
五
・
二
九
中
)

つ
ま
り
無
自
性
と
い
う
こ
と
だ
け
を
空
と
考
え
、
物
質
そ
の
も

の
は
有

と
し
て
残

っ
て
い
る
と
す
る
の
が
不
空
仮
名
説

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
関
内
即
色
義
説

へ
の

「
不
言
即
色
是

本
性
空
也
L
と
い
う
批
判
が
大
き
な
意
味
を
持

っ
て
く
る
。
こ
こ
で
い

う
鼠
楼
栗
の
義
と
は
、

『
二

諦
義
』
(大
正
蔵
四
五
・
八
四
上
)
に

よ

れ

ば
、
鼠
が
栗
の
中
身
を
食
い
尽
く
し
て
中
身
は
空
洞
で
あ
る
が
、
皮
が

残

っ
て
い
る
こ
と
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

つ
ま
り
物
質
が
無

自
性
で
あ
る
点
を
空
と
は
す
る
が
、
外
見
と
し
て
は
有
で
あ
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
吉
蔵
に
い
わ
せ
る
と
こ
の
鼠
楼
栗

の
義
こ
そ
が
僧
肇
に
破
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折
さ
れ
た
即
色
義
説
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
方
、

即
色
義
説
に
関
し
て
従
来
最
も
高
く
評
価
さ
れ

て
き

た

の

は
、
『
元
康
疏
』

で
あ
る
。

第
二

「破
」
晋
朝
支
道
林
即
色
遊
玄
義
也
。
今
尋
林
法
師
即
色
論
。
無
有
此

語
。
然
林
法
師
集
。
別
有
妙
観
章
。
云
夫
色
之
性
也
。
不
自
有
色
。
色
不
自

色
。
錐
色
而
空
。
今
之
所
引
。
正
此
引
文
也
。
-
中

略
-
若

当
色
自
是

色
。
可
名
有
色
。
若
待
緑
色
成
果
色
者
。
是
則
色
非
定
色
也
。
亦
可
云
若
待

細
色
成
麓
色
。
是
則
色
非
定
色
也
。

(大
正
蔵
四
五
・
一
七
一
下
)

こ
こ
で
は

『
即
色
遊
玄
論
』
で
は
な
く
、
『妙
観
章
』
が
典
拠
で
あ

る

と
し
て
い
る
。
で
は
そ
の

『妙
観
章
』
は
と
い
え

は
、
『世
説
新
語
』

「文
学
篇
」

の
注
に
、

支
道
林
集
妙
観
章
云
。
夫
色
之
性
也
。
不
自
有
色
。
色
不
自
有
。
錐
色
而

空
。
故
日
色
即
為
空
。
色
復
異
空
。

と
あ
る
。

こ
こ
で
元
康
は
、
「色
即
為
空
。
色
復
異
空
」
を
削
除

し

て

い
る
。
逆
を
い
え
ば

『
不
真
空
論
』
を
解
釈
す
る
上
で
こ
の
語
が
邪
魔

で
あ

っ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

つ
ま
り
元
康
は
即
色
義

説

を

縁

と

果
、
あ
る
い
は
細
と
鹿
に
分
け
て
説
明
し
て
お
り
、
「色
」
と
い

う

語

が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
文
脈
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
整
理
す
る
と
、
三
種
の
即
色
義
説
と
は
、

一
つ
に
は
正
説
と

し
て
の
即
色
義
説
、

二
つ
に
は
い
わ
ゆ
る
鼠
楼
栗
の
義
と
し
て
の
即
色

義
説
、
三

つ
に
は
縁
と
果

・
細
と
鹿
と
い
う
関
係
を
示
す
即
色
義
説
で

あ
る
。
し
か
し
元
康

の
い
う
即
色
義
説
に
は
吉
蔵
の
い
う
縁
会
義
説
と

一
致
し
て
し
ま
う
と
い
う
落
と
し
穴
が
あ
る
。
『中
論
疏
』
に
は
、

第
七
干
道
遽
明
縁
会
故
有
名
為
世
諦
。
縁
散
故
即
無
称
第
一
義
諦
。
難
云
。

経
不
壊
仮
名
而
説
実
相
。
豊
待
推
散
方
是
真
無
。
推
散
方
無
蓋
是
俗
中
之
事

無
耳
。

(大
正
蔵
四
二
・
二
九
中
)

と
あ
り
、
種

々
の
原
因
や
条
件
が
整

っ
て
も
の
ご
と
が
存
在
に
至
る
こ

と
を
世
諦
と
し
、
原
因
や
条
件
が
揃
わ
な
け
れ
ば
存
在
し
え
な
い
こ
と

を
第

一
義
諦
と

し

て

い

る

(更
に
後
段
で
は
案
瓜
の
義
と
し
て
説
明
さ
れ

る
)
。
従

っ
て
元
康
が
縁
会
義
説
を
ど
う
捉
え
て

い
た
の
か

は
っ
き

り

し
な
い
限
り
、
我
々
も
簡
単
に
は
是
非
判
断
を
下
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
あ
る
い
は
引
用
文
に
操
作
を
施
し
た
元
康

よ
り
も
吉
蔵
の
説

の
方

に
説
得
性
が
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

し
て
み
る
と
、
吉
蔵
は
即
色
義
説
者
と
し
て
支
道
林
を
想
起
し
た
の

で
は
あ
る
が
、
彼

の
説
を
検
討
し
て
い
く
う
ち
に
そ
れ
が
正
説
で
あ
る

こ
と
に
気
付
い
た
。
し
か
し
僧
肇

の
見
解
を
誤

り
と
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
か

っ
た
の
で
、
僧
肇
が
接
触
し
た
と
考
え

ら

れ

る

(
つ
ま
り
関
内

に
流
行
し
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
)即
色
義
説
は
、
全
く
支
道
林
の
そ
れ
と

は
次
元
の
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
、
『
中
論
疏
』
で
提
示

す

る

に
至

っ
た
、
と
す
る
こ
と
に
大
き
な
無
理
は
な
か
ろ
う
。

僧
肇
の
い
う
即
色
義
説
と
歴
史
的
事
実
と
し
て
の
即
色
義
説
、

そ
し

て
吉
蔵
の
見
識
を
も
う

一
度
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>
即

色
義
、
吉
蔵
、
『中
論
疏
』
(駒
沢
大
学
大
学
院
)

三
種
の
即
色
義
説

(晴

山
)
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